
 

 

  

どけ始めていく。そのような感覚を受ける事が多

くありました。すべてこのようにいくわけではあ

りませんが、傾聴は相談者にしてみれば、聴いても

らった、私を大事に思ってくれた、という安心感と

なり、心の奥底にある堅いしこりのような物さえ

も吐き出し、溶かしていくように感じます。そして

それが、相談者の第一歩の活力になり、その先につ

ながります。そのお手伝いが出来る今の仕事は、ま

さしく私が望んでいた場所だと思っています。ま

だまだ経験が浅く、本当にお役に立っているのか

ははなはだ疑問ですが、今いる場所、役割を十分に

把握し、少しでも貢献できるよう、日々研鑽してい

きたいと思っています。 

 最近自粛などで、出歩く事や、やりたい事を自由

にできない状態が続いています。問題意識が高い

人や、正義感が強い人は、色々な事に目が行き、自

分の価値観で問題提起したり、SNS で発信したり

して、怒ったり、攻撃したりしています。そして、

自分自身でストレスを作っていきます。私の勝手

な考えですが、そのような方は糸が何本もあって、

それが絡み合い、どんどん堅くほどけない状態を

自分自身で作り、自分で自分を縛って身動きでき

なくしているように感じます。糸が多いという事

は、それはとても素晴らしい事だと思いますが、私

自身はもっとシンプルに、縦と横の糸で生きてい

けたらと思う、今日この頃です。 
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 私が相談員として勤めている所には、様々な方

がいらっしゃいます。  

興奮して来所し、早口で自分の思いの丈を吐き

出す方。こんな事をされた、こんなひどい事を言

われた、私はこんなに困っています。どうにかし

て下さい。など。更に相談者の問題が複雑であり、

自分自身でもよくわからなくなって、頭の中がこ

んがらかり、絡まってどうにもほどけない糸のよ

うな状態で来所する方も多くいます。頭の中にあ

る、色々なもやもやとした感情や怒り、葛藤、そ

れに不安などの思いを、順番などバラバラで、思

いつくまま吐き出していきます。私に出来る事

は、その話を粘り強く丁寧に寄り添い聴く事で

す。ただそれしかやっていませんが、この傾聴を

する事により、相談者が少しずつ何が問題なの

か、何を訴えたいのかを、自分の頭の中で整理し

ていけるようになります。最初、傾聴の勉強をし

ていた時、そんな魔法のような事が起こるわけが

ないのでは？  と半信半疑でしたが、実際にそれ

が目の前で起き、経験を積んでいくと、基本の基

本ですが、それが本当に大事なのだと身に染みて

感じました。もちろん、私が何かしたから問題解

決などという、単純で簡単な事ではありません

が、傾聴後、信頼していただけたのか、そこにふ

わっと空気を入れる事により、絡まってる糸がほ  



 


